
は
徒
歩
蓮
絡
に
て
僅
か
に
行
は
れ
て
居
る
。

的
崩
壊
に
件
ふ
地
鳴
は
長
股
の
人
々
に
は
聞
へ
な
か
っ
た
。
(
此
部
落
が
最
も
近
い

所
で
あ
る
D

)

の
堰
堤
に
封
ず
る
地
方
民
は
良
い
筏
の
印
刷
揚
が
出
来
た
、
此
れ
を
自
然
の
佳
放
任

し
て
置
け
ば
夜
間
の
一
河
床
迄
流
失
す
る
に
二
十
ゲ
年
は
掛
る
か
ら
良
い
事
が
出
来
た
と

東
京
府
羽
田
鈴
木
町
の
井
戸
ガ
ス

噴
出
に
閲
す
る
調
査
報
告

一
、
井
戸
建
調
営
時
の
欣
況

昭
和
八
年
七
月
六
日
午
前
十
一
時
頃
の

地
震
あ
り
た
る
日
の
夕
刻
午
後
七
時
頃
よ
り
初
回
鈴
木
町
石
井
林
破
氏
宅

井
戸
よ
り
黒
色
を
呈
し
た
る
水
盛
ん
に
涌
出
す
る
と
共
に
瓦
斯
の
吹
出
し

あ
り
、
「
ポ
カ
ン
ノ
t
k」
主
音
を
獲
し
井
戸
よ
り
三
間
位
の
地
域
に
封
し
て

地
響
を
た
し
、
約
十
三
同
乃
至
十
六
同
位
此
の
「
ポ
カ
ン
/
¥
」
た
る
瓦

斯
吹
出
し
の
現
象
を
績
け
後
約
十
数
分
間
会
く
止
み
、
再
び
右
の
現
象
を

繰
返
す
ル
」
北
ハ
に
水
の
涌
出
盛
ん
に
し
て
井
戸
よ
り
浴
出
し
た
る
欣
況
に
て

約
三
時
間
位
に
て
此
の
現
象
は
中
止
せ
り
。
翌
七
日
の
午
後
よ
り
再
び
新

-
一
石
ふ
考
ヘ
を
持
っ
て
居
る
。

大
腿
以
上
の
通
り
で
あ
っ
て
世
間
が
騒
ぐ
程
地
方
民
は
驚
い
て
居
な
い

様
子
で
あ
る
。
然
し
交
通
の
杜
絶
に
は
困
っ
て
居
る
模
様
で
あ
る
。

(
昭
和
八
年
三
月
二
十
一
日
記
〉

中
央
気
象
豪
羽
田
出
張
所

様
の
現
象
を
繰
返
し
約
一
書
一
夜
縫
き
後
全
く
水
の
涌
出
止
ま
る
ゆ
現
在
に

於
て
も
水
は
出
で
宇
、
水
色
は
多
少
「
に
ど
る
」
も
主
と
し
て
沃
度
、
銭

分
、
堕
分
を
含
め
り
c

二
、
石
井
氏
宅
井
戸
の
性
質
及
費
調
以
前
の
欣
況
井
戸
は
掘
抜
き
に

て
悶
の
如
し
、
向
井
戸
は
掘
抜
約
地
面
よ
り
八
十
尺
な
り
、
五
、
六
十
年
前

に
掘
ら
れ
た
る
由
友
り
、
今
迄
に
度
々
瓦
斯
後
生
し
「
プ
ク
/
¥
」
位
の

程
度
に
し
て
、
火
を
付
け
れ
ば
燃
え
た
る
由
に
し
て
九
且
て
「
井
戸
さ
ら

へ
い
せ
る
l
d
き
人
夫
の
煙
草
よ
り
燃
え
た
る
瓦
斯
に
よ
り
火
傷
せ
る
事
等

四
三
兆



あ
・
リ
た
る
尚
・
な
り
。
命
関
東
大
震
災
の
営
時
の
前
後
に
於
け
る
此
井
戸
の

欣
況
は
別
に
路
地
化
な
き
由
た

鉄
管
孟
法
主
す
・
串

制
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持
勾
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川
訓

信
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vuuuト
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三

、

其

他

羽

川

町

方

面

の

井

押
hu

岬

f

b

F

戸
に
闘
す
る
調
べ
羽
田
穴

守
町
新
川
愛
法
氏
方
の
井
戸
深
さ
二
百
四
十
一
尺
の
も
の
は
現
在
何
ら
異

欣
た
き
も
日
照
綬
き
た
る
時
寄
与
品
に
水
が
盛
ん
に
吹
出
し
、
後
出
が
悪
く

た
る
寺
の
事
あ
り
た
る
由
た
り
。
此
の
井
戸
は
大
震
災
以
後
に
掘
り
た
る

も
の
に
し
て
、
初
め
百
十
尺
位
掘
り
た
る
時
は
瓦
斯
盛
ん
に
愛
生
し
使
用

し
得
ざ
り
し
が
矯
め
、
共
後
現
在
の
二
百
尺
以
下
に
掘
り
下
げ
た
る
庭
瓦

斯
の
後
生
も
た
く
、
非
、
後
左
程
の
愛
化
・
泣
き
由
た
り
。
角
田
町
要
館
た
る

放
館
に
於
て
は
百
尺
位
の
井
戸
よ
り
盛
ん
に
出
る
瓦
斯
を
利
用
し
て
湯
を

o
 

h
y
 

焼

山

温

呆

噴

出

‘の

異
~ 
吊

昨
年
五
月
二
十
六
日
よ
り
噴
出
し
た
る
木
所
管
内
西
頚
城
郡
焼
山
(
活

火
山
)
山
頂
の
温
泉
(
嬬
氏
九
十
度
三
分
〉
は
去
る
七
月
二
十
四
日
に
至

り
湧
出
多
量
と
な
り
、
岡
山
中
腹
餐
河
原
の
上
方
、
地
獄
谷
附
近
迄
温
泉

四
回
。

沸J

四 L
、た

結る
論事

あ，
り
た
る

81 
な
り
Q 

此
れ
を
要
す
る
に
営
地
方
は
ー
埋
立
地
た
る
を
以
て
地
下
約

百
尽
位
の
地
居
に
は
貝
類
共
他
種
々
不
純
な
る
腐
敗
物
あ
る
や
に
思
ほ

れ
、
此
等
よ
り
「
メ
タ
ン
」
瓦
斯
多
く
後
生
ず
る
模
様
の
如
し
、
二
百
尺

以
上
の
深
さ
に
は
此
等
瓦
斯
の
後
生
す
る
模
様
な
し
、
出
川
水
質
は
沃
度
、

鍛
分
等
を
含
み
多
量
の
盤
分
を
合
む
、
故
に
石
井
氏
宅
の
井
戸
も
此
の
「
メ

タ
ン
」
瓦
斯
が
去
る
六
日
の
地
震
に
て
多
少
地
下
に
費
動
を
起
し
た
る
が

遠
因
と
た
り
、
地
下
の
「
メ
・
グ
ン
」
瓦
斯
が
一
時
に
多
量
吹
出
す
ん
共
に

黒
色
の
不
純
水
を
涌
出
せ
し
も
の
た
る
ぺ
く
其
後
掘
抜
銭
管
の
一
部
が
関

さ
れ
た
か
、
或
は
地
下
水
道
に
掛
変
化
を
来
し
、
同
氏
宅
の
井
戸
水
の
湧
出

を
閉
し
た
る
も
の
左
思
考
さ
れ
る
弐
第
た
り
。
ぬ
問
其
後
に
襲
化
あ
る
毎
に

報
告
せ
ら
れ
度
く
願
ひ
置
き
、
其
度
に
調
査
致
す
筈
な
り
。

新
潟
豚
高
田
測
候
所

の
流
出
を
見
受
け
る
様
に
た
り
た
る
由
、
向
山
麓
上
早
川
村
助
役
小
林
初

予
氏
よ
り
報
告
あ
り
た
り
。

訂
正

第
七
港
第
二
銃
口
給
、
津
浪
の
検
潮
自
記
々
象
中
宮
崎
及
清
水
〈
高
知
牒
)
の
分
は
上
下
韓
倒
せ
る
に
就
き
訂
正
す
。

(
昭
和
八
年
七
月
二
十
五
日
)


